G.T.モニターツアー　個人的な日記（11月）
1日目

　起床
　前日、就職活動のイベントがあった為、夜寝るのが遅くなり、２～３時間しか寝られなかった。そのため、起きたのは遅刻ギリギリの5：30過ぎ。危なかった。
　車中
　前回はガラガラだったのに、今回は満席。どうやら紅葉狩りに行く人たちと重なったらしい。ハイキングに行くような格好をしているおじいちゃん・おばあちゃんがいっぱい。さらに通勤・通学時間とぶつかりますます混んでいく‥。
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　乗り換え後
　乗り換えた後は席に余裕があり、しかもリクライニングだったのでかなり楽になりました。そこでやっと今回のツアー参加者に説明開始。10月はゼミ生以外の参加者が1人だけでしたが、今回はゼミ生を入れて12.5人も参加。ＭＩさんからツアーの概要が述べられた後、私はアンケートの説明を。補助されているからしっかり書いてきてねと強調しすぎたと反省。そうは言ってもそこまでかたくならずに楽しんできてと一言付け加え忘れてしまった。
　七日町到着
　七日町駅に着いたもののドアがなかなか開かない。なんで？と思っていたら、手動であいた。閉めるのは自動なのかな？駅ではＳさんを初め、広域圏の方が３人も出迎えてくれました。
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昼食
「（ずろーあん）」という絶対読めないお店へ。最近鈴木さんが見つけたお勧めのお店。ここは10月にきた時飲んだ金賞ビールを造っている処。さすがに昼間からビールを飲む事ははばかれましたが、いつかこのビールで飲み会をしたい（笑）メニューはたまねぎ茶、スープ、こづゆ、カレーがすべてセットで600円。安い!!
[image: image5.jpg]


　[image: image6.jpg]


　[image: image7.jpg]



[image: image8.jpg]


　[image: image9.jpg]


　[image: image10.jpg]



駅カフェ
　電車が車での間、皆は散策に行きましたが、時間も少なかったので、私は駅カフェでのんびり珈琲を頂きました。ここは水出しで珈琲を入れてくれます、おいしいです。クリアで後味すっきり（？）
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高田町へ
　いよいよ受け入れ先の高田町へ。Ｈさん、Ｙさん、私は他の9人と別れ、駅に降りました。駅からは鈴木係長に車で送ってもらいました。ここで、今回のワーキングホリーでーについて重大な行き違いが発覚!!私は「高田はＷＨについての意識が低い。」ときいていましたが、実はもう「仕事が少ない。」のだそうです。早速課題が見つかってしまいました。連絡手段や、方法を改善せねば。
一服
　ＭＯさんが不在でしたので三人ともひとまずＪさんのお宅へ。私は８月一度訪れていたのでこれが２度目です。またこれてよかった。Ｊさんたちも変わらずお元気そうでした。挨拶もそこそこにまずは、一服。イチジクを丸ごと煮たもの、ぶどう、茶菓子などを頂きました。やがて、ＭＯさんもお見えになられて、女性二人はＭＯさんの畑へ野菜を採りに行きました。
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柿出荷
　私もおばあちゃんの車で柿もぎへ。畑に着くとおじいちゃんがすでに取り終えていました。そこで農協へ出荷の手伝いをさせていただきました。ちょうど下記の出荷シーズンでたくさんの柿が集まっていました。この辺りで取れる柿は渋柿が多く、そのままでは出荷できないので渋を抜きます。昔は焼酎をぶって10日放置し、やっと渋が抜けるんだそうです。今はガスを吹きかけるんだそうです。それでも３～４日はかかるんだとか。収穫してからも大変です。
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ホウレン草・大根収穫


　帰って、今晩の夕食用にホウレン草と大根の調達にすぐ近くの畑から取ってきました。大根は冷夏の為、黒い筋が入っていました。こんなことは初めてなんだそうです。
収穫物を洗う
　おばあちゃんが面白いものでサトイモをジャブジャブ洗っていました。この木の道具もおじいちゃんが接木して作ったんだそうです。手伝い半分、遊び半分でやってみました。なんか楽しい。これで泥を荒い、多少皮もむくことができます。やりすぎると実もとってしまいそうで、加減が必要。おばあちゃんによると、コツはリズムよくやる事だそうです。
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夕食
　食事はみんなで茶の間に集まってコタツを囲みます。日中は２０度前後まで気温が上がるのですが、朝晩は冷えるので、コタツが恋しくなります。東京ではほとんど使わないので忘れがちですが、こちらでは欠かす事はできません。


　メニューはいくら丼、おでん、きゅうり＋みそ、ソーメンカボチャ。ごちそうばかりで、こんなに頂いていいのか？と思ってしまいます。とはいっても食べきれないのですが。なかでもソーメンカボチャがおいしかった。みずみずしい大根の細切りのようなものにカボチャの味がうっすらとついています。初めて（あとで親に確認をとったら、一度食べた事があったそうです。覚えていませんが。）頂いたんですが、変わった味でおいしかったです。
だんらん
　夕食後、そのまま話していると、お父さんが知り合いの炭焼き小屋に連れて行ってくれることになりました。そこでおじいちゃんが炭について教えてくれました。その気になれば、自分でも焼く事ができるほどの腕前です。炭には二種類、黒炭と白炭があります。黒炭は木をある程度燃やした後釜を密閉します。そして火が落ちるまで一週間ぐらい放っておきます。白炭は完全に燃やす為に密閉せず、入り口に四つの穴を残す。この穴の大きさを操る事で釜の中の木を完全に燃焼させる。燃えきったら釜の中から熱いままの木を長い鉄製の棒で取り出し、砂をかけて冷やします。この作業に３～４日くらいかかるそうです。日数的には黒炭の方が時間がかかっていますが、値が高いのは白炭。そして火力も白炭の方が強いんだそうです。ただし、なかなか火がつかないので、まず黒炭に火をつけてその上に白炭をのせて使うんだそうです。本当におじいちゃんは何でも知っているし、何でもできます。すごい。
元木家
　だんらんの後は、Ｍさんの家へ行きました。家族やツアー参加者の姿はなく、ＡさんとＪＹ（生後２週間）が留守番をしていました。ＡさんはＭＯさんの息子さんの嫁です。まだ日本語が完全にわかるわけではなく、頑張って拙い英語で話してみました。時間はかかりますが、案外話せるもので、Ａさんがオーストラリアから来た事、母国では高校教師をしていた事、日本ではＮＯＶＡの教師をしていた事などを話してもらいました。会津の人たちについてもうお腹いっぱいでもたくさん食べさせようとすると言ったので思わず笑ってしまいました。ＪＹは日本語で「(漢字名：非公開)」と書くそうです。カッコイイ。本当に小さくて、目がくりくりしていた、めっちゃかわいい。まだ首がすわってなく、ちょっと危なっかしい感じなので、触れられませんでした。
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　そうこうするうちにみんな帰ってきました。温泉に行っていたんだそうです。ＭＯ家ではこれから夕食だったので、食べないかと誘われましたがさすがにもう食べられませんでした。ここでもだんらんを楽しんでいるといつの間にか１時間以上たっていました。そろそろ頃合とみて、Ｊ家に戻りました。

　すでにおじいちゃん・おばあちゃんは寝ていました。自分も長旅の為、疲れていたので部屋へ行き、早々に寝ました。
２日目

　起床
　朝起きるとおばあちゃんが文化祭に持っていく料理を用意していました。柿料理が４品。写真を見ればわかりますがとても色鮮やか。写真左から２番目の赤いものも柿です。え～っと、記憶があいまいですが、確か梅干につけたんだとか。するとこんな色になるんだそうです。
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　朝食
　しかも私（21才、男）がおかわりできないくらいたくさんあるのに、おばあちゃんはおかわりします。すごい。昔は食べないと、（農作業に）つかえない奴だと思われてしまったんだそうです。それに今のようにおかずがこんなにたくさんなかったので、おかずよりもご飯をたくさん食べたくなるんだそうです。それにしてもすごい。
畑仕事
　朝食後、畑へ。まずはグリンピースの種まき。等間隔に穴の開いた黒いビニールにそって、２～３ｃｍの穴をあけ、種を二粒ずつ入れていきます。そしてこれに土をかけます。あんまり、深く入れてもだめですが、浅すぎると鳥に食べられます。種まきの最中も遠くでカラスが鳴いていました。これが終わると一服。結構腰に来る作業です。
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グランドゴルフ
　次はインゲンの収穫をするんですが、その前におばあちゃんに連れられて「グランドゴルフ」の見学に行ってきました。ゲートボールのゲートとパターの形を変化させたようなもので、全国大会もあるそうです。グラウンドは幼稚園のもの（？）をそのまま利用しているので地面が微妙に変化しています。そこを転がして玉をまっすぐ進めるのはなかなか難しそう。お年寄りの方々がやっていましたが、みんな元気でした。
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インゲン収穫
　さて戻ってインゲン収穫。冷夏の為形の悪いものが多く、とっていいものかどうか悩んでしまいます。都会にいると野菜の値段が上がることくらいしか冷夏の影響を見ることはできないのですが、こうして実際に野菜の出来を見ると冷夏がいかに大変な事だったか実感する事ができました。
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昼食
　家に戻って昼食。朝おばあちゃんが作った柿の大根付けを頂きました。大根を漬けるときに柿と一緒に入れると柿の甘みが大根に移っておいしくなるんだそうです。美味い。
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お隣では
　その頃、お隣のＭＯさん宅に泊まったＨさん・Ｙさんはお庭掃除をしていました。なんと朝からずっとやっているんだとか。それ程広いＭＯさんの家の庭にびっくり。私の住んでいるところではありえない。庭どころか、生活の為のスペース確保で手一杯です。
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一休み
　一休みした後、重巣さんの家の中から獅子舞を見つけました!!（というかおばあちゃんが持ってきてくれたんですが）昔は娯楽がなかったからこれで遊んでいたそうです。百年位前のものなんだそうです。すごい。まるで異次元ポケット。玄関に飾ってある花瓶もずいぶん前のものなんだそうです。
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柿取り
　またすぐ近くの畑へ行き（Ｊさんの畑は一つだけでなく、いくつかあり、一番近いこの畑は自給用に使っているらしい。）柿収穫。また出荷するのかと思いきや、私のお土産用にして頂きました。この柿は出荷用の柿畑のように高さ調整していないので、かなり高いところに実がなっています。二又の木の棒で実の近くの枝を挟み、棒をまわすことで枝をおって実を落とします。枝をおっても次の年には問題なく実をつけるんだそうです。実を落とすとほとんどは土がクッションとなって割れずに済むのですが、中には何かにぶつかって真っ二つになるものもあります。ちょうど食べるのによさそうな大きさなので一口食べてみました。渋い!!とにかく渋い。市場に出荷されるやつはこんな物出回らないから、初めて渋柿食べました。口の中がしわしわになってしまう。なんか不思議。面白いのでもう一口。うーん、渋い渋い。おばあちゃんに聞いてみると実の中に黒い粒が出ていると甘いんだそうです。今まで柿を食べる時は黒い粒を避けた方がいいのでは、と思っていたけど逆だったんですね。
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玉ねぎ植え
　ある程度柿を取り終えたら次は玉ねぎ植え。あの丸い玉ねぎをそのまま土の中において少し土をかぶせます。あの玉のまま土に入れる事にちょっとびっくり。食材がそのままの姿で土に置かれていく光景がなんか不思議に思える。それにしても俺何も知らないんだなぁ。
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自転車で次の畑へ


　次は自転車でブロッコリー畑へ。同じ時期に植えたのに実の大きさがぜんぜん違います。このブロッコリーは売りに出しておばあちゃんのお小遣いにするそうです。それにしてもおばあちゃんはすごい！自転車に乗って一緒に連れて行ってくれたんですが、スイスイ進んで行く。元気だなぁ。

　さらに近くの畑でお父さんがいたので見学に。トラクターで畑を耕していました。するとお父さんが「乗らないか？」と言ってくれました。私は『いやー、さすがにこんなもの運転できない』と思って躊躇していましたが、乗っている写真を撮ってあげるとの事でした。あはは、そりゃそうだ。その時の写真は↓に。

　帰りもおばあちゃんは自転車でスイスイ。とても75才には思えない。
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そば打ち
　今晩の夕食は重巣家、ＭＯ家合同でそば打ち。みんな気合が入ります。鈴木さんは正装で望みます（↓の写真要チェック）

　まずはそば粉をこねます。写真右側のはちはおじいちゃん特性のはち。なんと自分で作ったんだそうです。ケヤキを削ってこの形に整え、知り合いに漆を塗ってもらったんだとか。展覧会（？）のようなところに持っていったら8万で譲って欲しいといわれたそうです。すごい・・。かなり重さがあり、ちょっとやそっとじゃ動かない安定感がそば粉をこねるのにいいんだそうです。


　そば打ちの作業はこねる→打つ→のばす→切る→ゆでる→水切りの６段階。おじいちゃん達、気合がみなぎっています。気合が入りすぎてなかなかやらせてもらえません（笑）。でもちゃんとやらせていただきましたよ。ただ、失敗続きでしたが（笑）。棒で平たく延ばす作業では力を入れすぎて一方だけ延ばし過ぎたため失敗。さらに包丁で切っても太さがそろわない!!あわわ。やっぱりプロに任せるべきだったのか？いやいや、いかに難しいかを実感して、おじいちゃんたちのすごさを理解できたからよしとしよう。（いいわけじゃないですよ。）

　切ったそばをゆでるのはなんと釜です。ガスとは火力が全然違います。湯気と熱気が立ち込めるなか、小さな電球に照らされ、釜でそばをゆでるおじいちゃんはホンとカッコイイ。画になります。さていよいよ夕食完成。そばだけでなく、ご馳走がいっぱい。そばはめんつゆに大根おろしを絞ってとった大根汁を加えて食べます。これを「タカトウそば」というそうです。これがなかなかイケル。何よりそばがおいしい。ちょっと不恰好なものもありましたが（笑）。自分が調理に少しでも関わったものなので余計にそう思います。ホンとおいしかった。
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先生到着
　夕食の後、10：20頃に先生が到着。すでに夕飯を食べていたようですが、さっき打ったそばとお酒を少々頂きながら、お父さん・お母さん・私と今後の高田町のG.T.について話しました。私たちの活動が少しでも会津の力になれるといいなぁ。
３日目

朝ごはん
朝食をとりながら今度はおじいちゃん、おばあちゃんを含めて先生とだんらん。コタツに入りながら、おいしいご飯を食べ、みんなで話ができるのは幸せな事です。
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炭焼小屋　　　　今日はいよいよ炭焼小屋見学。お父さんに連れられ、山の中へ。すると子供の頃、よく想像したような小屋が現れました。いい雰囲気です。私は大きな工場のようなものを想像していたのであまりのギャップにちょっとびっくり。ここで炭を作っている「ＫＯ」さんから色々教えていただきました。ＫＯさんはこの山の木を切ってそれをちょうどいい大きさにカット。それを釜で焼いて白炭を作っているんだそうです。この山小屋もほとんど自分で作ったんだとか。すごい。釜は意外と小さいように見えました。この中にカットした木を立てて並べておきます。棒のような道具が全部で７つあり、これで炭を出したり、木を揃えたりするそうです。二又の槍のような道具があったのでそれで木を入れていくんだと思っていましたが、これは並べる時の調整に使うだけで、職人は木をただ投げ入れるんだそうです。それだけで釜の中で木を立てることができるそうなんです。これまたすごい。ちょうど炭を燃やしている最中で、煙突から煙が出ていました。この煙がしみるしみる。こういう煙の事を「カライ煙」を言うんだそうです。この煙の具合でどのくらい釜の中が燃えているのか確認するんだそうです。それにしても静かで景色のいいところです。まさに自然と一体化しています。

　帰り際に白炭をお土産に頂きました。我が家の空気清浄機として使わせていただきます。コジマさんありがとうございました。
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小さな事
家に戻って昼食までに、おじいちゃんのもち米の脱穀を見学して・おばあちゃんの小豆の選別を手伝いました。どちらもたいしたことではないと思うんですが、何せ都会っ子なものでこれが初体験。することなす事すべてが新しい事で楽しい。
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文化祭
　昼食後、おばあちゃん・ＭＯのお母さん・Ｙさん・Ｈさん・私の5人で高田町の文化祭へ言ってきました。会場は町の学校の体育館。（小学生の）発明作品、書、絵画、生け花、押し花絵、料理、写真などの作品が並んでいます。中でも気になったのが押し花絵。ただ花の美しさを見せるだけではなくてそれを使ってちゃんと絵にしているのに驚きました。とくに遠近感をさしている作品に驚きました。写真は↓にあります。


　そしてなんとおばあちゃんの作品も飾ってありました。一つだけじゃなくて全部で３つ。すごい。本当に何でもできる。
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　お茶
　大体閲覧を終えると、おばあちゃんがお茶をご馳走してくれました。もちろん文化祭の中です。8月に来た時、一度おばあちゃんからお茶を頂いた事があるのですが、今度はもっと本格的。一挙一動あわてずゆっくり行われる静かな動作に惹きつけられました。結構なお味でした。
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　カブ取り
　かえって明日の即売会用にカブ取りへ。このカブ畑は今までの畑とはかなり離れた所にあるのですが、抜群に景色がいい。視界を遮る様なものはなく、辺りの畑が見渡せます。その開放感がたまらない。畑の先の小さく見える山には日が落ちかかり、ちょうど夕暮れ時。近くにある川辺からトンボが無数に飛んでいます。（写真に写らないのが残念）田舎から都会に出てきた人が郷愁の念を感じずにはいられない場所でした。

　帰る途中で、柿を東京に送りました。渋を抜くため、私がとったやつは10日まで食べられませんが、最近こんなドキドキがなかったので楽しみがあるっていうのが楽しい。ある意味病んでないか俺（笑）。
[image: image91.jpg]


　[image: image92.jpg]


　[image: image93.jpg]



　カブをしばる　　明日出荷する為にカブは洗って大きな三玉で一つにまとめます。なんとこれ100円です。しかもおばあちゃんはまだ「高いんじゃないかなー。消費者買うかな？」といっています。思わず「いやー、100円は絶対安いよ。買うよー。」と言ってしまいました。私の地元なら、みんな飛びつく値段です。物価の差が激しい。都会って本当に住みやすいのか？疑問に思ってしまいます。

　餅つき
　今日の夕飯はもちです。しかも自分たちでつきます。うすも杵もお家にあります。なんでも自分たちでやってしまう。すごいなぁ。こっちに来てから驚かされっぱなしです。昼前に脱穀したもち米を釜で蒸し、それをうすと杵でつぶしてつきます。この杵なかなか重いんですが、お父さん、おじいちゃんはそれを感じさせません。わたしはというと、振り下ろしているというよりも杵に遊ばれている感じです。しまいにはもちではなく、うすを叩いてしまい木片をもちに入れてしまう始末。次は体を鍛えなおしてから来よう。

[image: image94.jpg]g',.)"",:
> |




[image: image1.jpg]


　[image: image95.jpg]





　できたもちは、おしるこや味噌汁（?）のようなものの中に入れて食べました。これがまた美味い。市販のもちは結構固く、歯ごたえがあり、良く伸びるんですが、今日のもちは伸びるというよりとろけてしまう。すごく柔らかいんです。固めのもちが好みだったんですが、これはこれでよかった。というよりももちはもちでも今まで食べてきたものとはまるで違う別物のようだと思っています。
　夜
　こっちに来てから夜寝るのが早くなりました今日も10時ぐらいには就寝。健康的な生活を送っています。でももう最後の夜、明日はもう帰る日です。もう帰ってしまうと思うと少しさびしい。
４日目

即売会の準備
　朝起きて。まずは即売会の準備。おばあちゃん、朝早くて、寒いのに庭にすわって袋詰めしています。今日は里芋の袋詰め。一袋に大き目の里芋が４～５個入っています。これでまた100円。十分安いよ。
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　即売会
　朝ごはんを食べたら早速即売会へ。会場は作物を出しに来た農家の人たちで熱気にあふれています。どれもこれも美味そう（笑）。おばあちゃんの品も売れるといいな。
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伊佐須美神社
　ツアー参加者3人で即売会をあとにして、伊佐須美神社へ。この日は結構霧がかかっていたんですが、それがまたいい雰囲気を醸し出しています。まるで「千と千尋の神隠し」みたいな感じ。下の写真を見て雰囲気を感じ取ってください。

　神社の端（隣？）には池とその中に浮かぶコジマがあります。ここもいい景色なんですが、一つだけよろしくないんです。それは池の中の魚たちです。（コイ？）えさをもらい慣れているのか、人影を見つけると泳いで近寄ってくる。しかも口を開けながら、大群で。ちょっと気味が悪い感じなんですが、えさをあげる人から見れば楽しいかも。
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　一服
　神社をあとにしていったん重巣家で一服。ここでもおばあちゃんからお茶を頂きました。お茶自体の味もさることながら、お茶を頂く事で得られる雰囲気というか、ゆったりとした気分が好きです。
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　山へ
　ちょっと天気が悪いんですがおばあちゃんの車で最後に山へ行きました。ちょうど運悪く、貯水池は工事中で水がなく、一本目の山道は熊出没の為立ち入り禁止。さらに雨まで降ってきました。が、それでも隠れキリシタンの碑やお地蔵様、綺麗な紅葉を見ることができました。晴れている時にまた来よう。
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　別れ
いよいよお別れです。来るまでは長いと思っていた3泊4日ですが、終わってみるとあっという間でした。重巣さん、元木さんには本当にお世話になりました。また来ます。それまでお元気で。特におじいちゃん、おばあちゃんは体に気をつけて。私も体を鍛えなおして、就職を決めてからまた来ます。
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　帰りの電車で
　かなり込んでる。やっぱり連休中には来ないほうがいいかも。来年は夏休み中にできるようにしたいな。
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